
物  質  名 N-シクロヘキシル-2-ベンゾチアゾールスルフェンアミド ＤＢ－18 

別  名 

N-シクロヘキシルベンゾチアジル

-2-スルフェンアミド 
N-モノマタハジシクロヘキシル-2-
ベンゾチアゾリルスルフェンアミ

ド、CBS 
CAS 番号 95-33-0 
PRTR 番号 第 1 種 115 
化審法番号 5-256 

構 造 式 
   

 

分子式 C13H16N2S2 分子量 264.41 
沸点 － 融点 98℃ 1) 
蒸気圧 1.79×10-6 mmHg（25℃、推定値）2) 換算係数 1 ppm = 10.81 mg /m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 3.47（推定値）2) 水溶性 19.2 mg/L（25℃、推定値）3) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 > 8,000 mg/kg 4)  
 ラット 経口 LD50 5,300 mg/kg  4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、100、250、500、1,000、3,000 mg/kg/day を 4 週間混餌投与した結果、500 mg/kg/day
以上の群で体重増加の抑制がみられた 5) 。この結果から、NOAEL は 250 mg/kg/day であった。

・ラットに 0、25、80、250、800 mg/kg/day を 28 日間強制経口投与した結果、250 mg/kg/day 以

上の群で尿中ケトン体の増加、プロトロンビン時間の短縮、血清総タンパクの減少、800 
mg/kg/day 群で体重増加の抑制、ヘマトクリット値、網状赤血球数、血小板数の減少などに有

意差を認めた。また、尿細管上皮の硝子滴は 250 mg/kg/day 以上の群の雄でのみ用量に依存し

て増加したが、腎臓相対重量は 800 mg/kg/day 群の雌雄で有意に増加した 6) 。この結果から、

NOAEL は 80 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0、4.3、14.4、48 mg/m3 を 4 週間吸入（6 時間/日、5 日/週）させた結果、14.4 mg/m3

以上で GOT の上昇がみられ、48 mg/m3 で結膜、リンパ節、脾臓の組織に変性を認めた 7) 。

この結果から、NOAEL は 14.4 mg/m3（ばく露状況で補正：2.6 mg/m3）であった。 
・ラットに 300～400 mg/m3 を 15 日間連続吸入させた結果、体重増加に影響はなかったが、数

匹の神経系機能に軽度で一過性の変化がみられた 8) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.7、7.1、69.6、288.8 mg/kg/day を妊娠 0 日目から 20 日目まで混餌投与した結果、

69.6 mg/kg/day 以上の群で体重増加の有意な抑制、288.8 mg/kg/day 群で胎仔の体重、胎盤重量

が低かった以外には、母ラットの一般状態や着床後胚損失率、胎仔の性比や生存率などに影

響はなく、奇形の発生増加もみられなかった 9) 。この結果から、NOAEL は母ラットで 7.1 
mg/kg/day、胎仔で 69.6 mg/kg/day であった。 

・ラットに 0、50、150、450 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与した結果、

450 mg/kg/day 群で体重増加の抑制、腎臓相対重量の増加、脾臓、胎盤重量の減少、吸収胚や

着床後胚損失率の増加を認め、胎仔では低体重や低頭臀長、皮下出血の発生増加がみられた。

また、50 mg/kg/day 群の胎仔で脳室や腎盂の拡大は 3～4 倍高く、150 mg/kg/day 以上の群では



内水頭のような中枢神経系奇形がより高い発生率でみられた。この結果から、LOAEL は 50 
mg/kg/day であった 10, 11) 。 

・ラットに 0、100、300、500、900 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与した

結果、300 mg/kg/day 以上の群で体重増加の抑制、500 mg/kg/day 以上の群で脱毛、体重減少が

みられ、900 mg/kg/day 群で死亡した。胎仔では 500 mg/kg/day 群で低体重がみられたが、奇

形の発生はなかった 12) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・職業ばく露により、眼、皮膚、上気道の刺激を引き起こした 13) との報告がある。 
・ボランティア 51 人の皮膚に 70％の濃度で 3 週間に 12 回 24 時間適用した結果、3 週間後のチ

ャレンジテストでは 5/51 人で感作反応を認めた 14) 。 
・ゴム製品、塩ビ製品による接触皮膚炎と診断された患者 30 人、14 人について実施したパッ

チテストの結果、0.1％濃度は両群の患者で陰性であったが、1％濃度では 4/30 人、0/14 人、10
％濃度で 18/30 人、0/14 人に陽性反応がみられた 15) 。また、職業性の接触皮膚炎患者 1,439 人

に 1％濃度でパッチテストを実施した結果、1.8％の患者に陽性反応がみられた 16) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの生殖・発生毒性試験から得られた NOAEL 7.1 mg/kg/day（妊

娠期の体重増加の抑制）を採用し、これを暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入ばく露について、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 14.4 mg/m3（結膜、リ

ンパ節、脾臓の組織変性）を採用し、ばく露状況で補正して 2.6 mg/m3 とし、試験期間が短いこ

とから 10 で除した 0.26 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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